























1976年４月 共著 『イギリス小説 研究と鑑賞』(樋口欣三他編著）研
究編第12章「ジェイムズ・ジョイスの『ユリシーズ』 そ
の文学的達成と今後の課題」(218～241頁）及び鑑賞編第12
章 ｢James Joyce : Ulysses｣ (372～389頁）を執筆。創元社，
389頁。







における ｢心理｣ の位置 テーマと手法」(171～223頁)
を執筆。東海大学出版会，223頁。













1974年７月 ｢James Joyce の文学観について 彼の Ibsen 観を中心にし
て」大阪成蹊女子短期大学『研究紀要』第11号 123～146頁。
1975年４月 ｢‘paralysis’ の意味するもの Dubliners の場合」大阪市立
大学大学院英文学研究会『Queries』第12号 31～40頁。
1975年６月 ｢Elizabeth Gaskell の小説 二つの作品を中心に」大阪成
蹊女子短期大学『研究紀要』第12号 83～104頁。




1977年２月 ｢Austen の新しさ Emma をめぐって」『Queries』第14号
18～27頁。
1979年３月 ｢Elizabeth Gaskell : Cranford 合理主義の影響を受ける“因
襲の町”」『Queries』第16号 35～53頁。
1979年12月 ｢社会小説考：Sybil と Mary Barton との小説的価値の相違」
桃山学院大学総合研究所『人文科学研究』第15巻第２号 51
～78頁。
1980年12月 ｢Elizabeth Gaskell の Ruth ヴィクトリア朝社会の現実
(その１)」『人文科学研究』第16巻第２号 21～50頁。
1981年10月 ｢Elizabeth Gaskell の Ruth ヴィクトリア朝社会の現実
(その２)」『人文科学研究』第17巻第２号 １～38頁。










1985年６月 ｢文芸批評に於ける客観性 Jeremy Hawthorn : Identity and
Relationship の場合（その２)」『総合研究所報』第11巻第１
号 31～41頁。
1985年12月 ｢Elizabeth Gaskell の North and South 大工業都市 Milton
の人々（その１)」『人文科学研究』第21巻第２号 59～86頁。






1987年３月 ｢｢村」に於ける覇者の交替 Elizabeth Gaskell の “Morton
Hall” 論」『人文科学研究』第22巻第３号 １～22頁。
1987年12月 ｢Thomas Hardy : The Mayor of Casterbridge Henchard の転
落の意味」『総合研究所報』第13巻第２号 11～26頁。
1988年７月 ｢Elizabeth Gaskell の Sylvia’s Lovers その悲劇性について
(その１)｣『人文科学研究』第24巻第１号 １～33頁。
1989年１月 ｢Elizabeth Gaskell の Sylvia’s Lovers その悲劇性について
(その２)」『人文科学研究』第24巻第２号 １～46頁。
1990年１月 ｢Elizabeth Gaskell の最後の小説 Wives and Daughters Mr.
Gibson の生き方をめぐって」『人文科学研究』第25巻第２号
23～63頁。
1991年１月 ｢Elizabeth Gaskell のWives and Daughters governess のテ
ーマをめぐって」桃山学院大学総合研究所『英米評論』第３
号 33～75頁。









1995年12月 ｢Elizabeth Gaskell の中編小説 “My Lady Ludlow” 論（そ
の２)」『英米評論』第10号 123～158頁。
1996年12月 ｢“My Lady Ludlow” 論拾遺 Elizabeth Gaskell が描いた地
主たち」『英米評論』第11号 １～44頁。
1997年12月 ｢Elizabeth Gaskell の “Lois the Witch” ピューリタン社会
が生んだ冤罪事件」『英米評論』第12号 47～93頁。
2000年９月 ｢Charlotte Elizabeth の Helen Fleetwood に描かれた事実：新
救貧法と1833年工場法の実態」『総合研究所紀要』第26巻第
１号 247～268頁。
2000年12月 ｢Elizabeth Gaskellの “Crowley Castle”に隠されたテーマ
没落する地主の残虐さ」『英米評論』第15号 27～56頁。
2001年12月 「Gaskell の “The Poor Clare”: 超自然現象の実在を否定する
小説」『英米評論』第16号 79～123頁。
2002年12月 ｢刑事裁判問題が扱われた Elizabeth Gaskell 著 “The Crooked
Branch” についての考察」『英米評論』第17号 79～112頁。
2003年12月 ｢Elizabeth Gaskell 著 A Dark Night’s Work 論(１)：敗残の人
生を送る職業人 Wilkins 氏について」『英米評論』第18号
15～40頁。














1993年11月 ｢伝記的事実と創作の方法：Jenny Uglow: Elizabeth Gaskell: A








1998年12月 ｢Gaskell の育った家族・社会・時代の歴史 John Chapple,
Elizabeth Gaskell : The Early Year, Manchester and New York :
Manchester UP, 1997, pp. xviii＋492」『英米評論』第13号
117～128頁。
Ⅴ．例会講演要旨





















1998年３月 ｢少女期のギャスケル像」『Neal News 』No. 34. 12～13頁。
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